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ＩＣＴを活用した情報発信事業
南会津町観光物産協
会（南会津町）

　交流人口が減少している南会津町において、新たな観光誘客を図るため、影響
力・購買力のある「ミレニアル世代」やインバウンド等をターゲットに、WEBやSNSを
活用した情報発信事業を実施し、町の認知度・知名度を高めることを目指す。令
和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた町内の事業者について
積極的に情報発信を行う。

R3.4.1～R4.3.31
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高野癒しの里プロジェクト
特定非営利活動法人
森林野会（南会津町）

　高野地区の豊かな地域資源を活かし、都会の方や外国人などの来訪者に日本
の原風景を提供することにより、長期滞在や移住・定住を図るため、里山の整備
等を行うとともに、自然を活かした各種イベントを実施する。令和３年度は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため密集を避ける無線ガイドシステムを使ったイベ
ントや、令和２年度に調査・開拓した散策路や旧道・古道を活用してウォーキング
やサイクリングイベント等を実施する。

R3.4.1～R4.3.31
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ヘルスツーリズム「森活」実証事業
南会津ヘルスツーリズ
ム推進協議会（南会津
町）

　社会的に需要の高い「健康」をテーマとして、森林資源をはじめ地域の幅広い
産業・分野と連携して観光コンテンツを開発し、「ヘルスツーリズム」として構築する
ことにより、南会津地域全体の活性化を図る。

R3.8.2～R4.3.31
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木の里南会津・交流活性プロジェク
ト

會津田島太鼓「白鼓」
（南会津町）

　人口流出が著しく、過疎化が進行している南会津町において、関係・交流人口
の増加を図り、町外の太鼓団体との交流事業を実施する。また、WEBコンテンツ
を立ち上げ、南会津の情報発信を行う。

R3.8.2～R4.3.31

２　市町村枠
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下郷町新たな観光資源発掘・強化
事業

下郷町

　新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ観光客入込数の回復、交流
人口の拡大及び下郷町全体の知名度向上を図るため、国立公園および自然公
園内の観光スポットを活用した新たな観光トレッキングルートを開発する。また、
ルートとなる観光地の魅力発信と町内観光地をPRするため、プロモーション動画
を作成し、SNSやYoutubeにより情報発信を行う。さらに、ルート上の観光地へライ
トアップ機材を整備し、夜間の資源観光資源の磨き上げを図る。

R3.4.1～R4.3.31
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“自然首都・只見”の農業好循環モ
デル形成事業

只見町

　只見町の基盤産業の一つである農業の振興及び只見産の農産物のイメージ
アップを図るため、食味計を用いて既存米の食味スコアを計測し、上位米をブレ
ンドしたプレミアム米としてPRする。また、土壌分析タブレットを活用し、生産者を
サポートするとともに只見米の品質を底上げする。さらに、500年前の町内古民家
から発見され種子の保存・生産拡大を行ってきた「只見天領そば」や町の重点作
物である「エゴマ」等をPRし、町の農産物の生産拡大を支援する。

R3.4.1～R4.3.31
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マイクロツーリズム推進事業 檜枝岐村

　観光を主産業とする檜枝岐村において、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り減少した観光客入込数の回復を図るため、県内や北関東エリアなど近隣のエリ
アを対象として、新聞・テレビ・SNS・新聞・ラジオ・雑誌を活用し、尾瀬や会津駒ヶ
岳などのトレッキングや、近年注目されているキャンプや釣りなど檜枝岐の魅力を
発信する。

R3.4.1～R4.3.31
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東京2020オリンピックホストタウン交
流とホストタウン・ハウス会津田島祇
園祭花嫁行列による観光誘客と地
域の魅力発信事業

南会津町
　東京オリンピック参加国であるアルメニア共和国のホストタウンとして登録された
ことを機に、町をあげて人的・経済的・文化的交流を図るため、東京都のホストタウ
ンハウスイベントに出展し、南会津町の文化・伝統をPRする。

R3.4.1～R4.3.31
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いきいき健康づくり事業 檜枝岐村

　心疾患や不定愁訴に対する医療費負担の増大が課題となっている檜枝岐村に
おいて、運動教室やスパスクール等を実施することにより、健康寿命の延伸等村
民の健康の保持増進を図る。令和３年度は、心疾患や不定愁訴がある者を対象
とした心臓ヨガ教室を重点的に開催する。

R3.4.1～R4.3.31
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３　過疎・中山間地域活性化枠
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戸赤自然体験あそびの学校やまざ
くらから始まる戸赤地区繋がるプロ
ジェクト（集落等再生計画策定事
業）

戸赤区
(下郷町)

　戸赤地区では令和2年度から「大学生の力を活用した集落復興支援事業」を実
施しており、宿泊体験交流施設「やまざくら」を拠点とした大学生と地域住民による
関係人口の拡大及び定住人口の増加を図るため集落等再生計画を策定する。

R3.4.1～R4.3.31
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檜枝岐の曲げ物文化再生事業（ス
タートアップ支援事業）

個人事業主
（檜枝岐村）

　村の伝統工芸である曲げ物文化を再生するため、曲げ物製品の生産販売を行
う。令和３年度は、令和２年度に連携した飲食店等との連携を発展させ曲げわっ
ぱを料理教室で使用するなど話題性のある情報発信を図る。また、会津塗りの担
い手との協力等による新商品開発を行うほか、村民を対象とした講習会等を通じ
て地域の伝統工芸を再認識する機会をつくる。

R3.4.1～R4.3.31
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十文字星空で活性化事業（スタート
アップ支援事業）

個人事業主
（下郷町）

　十文字地区の魅力である「綺麗な星空」を観望会やライブイベント等を通して発
信し訪れたい場所として知名度向上を図る。令和3年度は、より多くの方に宇宙に
親しんでもらうため電視顕微鏡（天体の映像化装置）等を整備するほか、地域住
民を対象に天文著名人による講演会を開催し、地域の魅力の再認識を図る。

R3.4.1～R4.3.31
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風の子プロジェクト（集落等活性化
事業）

耻風区
（南会津町）

　平成３０年度に集落等再生計画策定事業により策定した「耻風地区活性化計
画」に基づき、大学生との交流事業や特産品の開発・販売等を実施することで、
地域活性化を図る。

R3.8.2～R4.3.31
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